
鏡川流域関係人口の創出・拡大に向け開催中の鏡川流域外関係人口講座「エディット KAGAMIGAWA」の第２回講座として，３日

間の現地フィールドワークを実施しました。「編集」の視点で鏡川の魅力を発信するヒントを得るため，受講生の皆さんが鏡川

流域で活動する事業者の方などを訪問しました。 

【１.五台山展望台ほか】 

【２.宗安寺きのこセンターほか】 

五台山から高知市を一望して鏡川流域の全景を捉えました。近隣の竹林寺や牧野植物園にも訪問しました！ 

鏡川の水を使って栽培されたきのこの

かき揚げやなめこ汁をいただき，きのこの

PR方法を考案！ 

 また，受講生の八木昭宜さんが，ご自身

が営む農園で収穫した農作物を訪問先で

ほかの受講生におすそわけする光景も。

「食べた感想を聞かせてください」という

「ぼっちり」の体験チケットも発行されて

います！ 

【３.鏡川みどりの広場】 

パッククラフトとクリアカヤックを体験！透明なカヤックに乗って鏡川下流の水

質をしっかりと確認し，実際に水に触れながら，アクティビティを満喫しました！ 

☝高知県環境カウンセラーの会長などを務める大下

宗亮さん。鏡川流域の自然にまつわるスポットや環境

保全の取組などを教えていただきました。 

 昨年度の流域内講座受講生（１期生）のご協力のおかげで，フィールドワークがより充実した内容になっています！ 

☜高知県観光おもてなしコーディ

ネーターとしてご活躍中の岡林雅士

さん。訪問先の見どころや鏡川流域

の観光スポットなどを詳しく紹介し

ていただきました！ 

岡林さんは「鏡川流域関係案内人」として，体験チケットを発行

しています。鏡川での観光について，「こんなことやってみたい！」

「一緒に盛り上げたい！」というご希望のある方はぜひ申請を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鏡川流域パートナーシップだより  №31 R5.1.26 

新エネルギー・環境政策課では，高知市の清潔なまちのシンボルである鏡川の美しい景観や自然環境を保全

するため，鏡川流域の自然と人，人と人との関わりとつながり(鏡川流域パートナーシップ)の拡大を目指し

ています。「鏡川流域パートナーシップだより」では，鏡川流域パートナーシップ推進に向けたさまざまな取

組を楽しく紹介します！ 

鏡川流域外関係人口講座フィールドワークを 3日間実施しました！ 

 №31 ①   

１日目 



【１.夢産地とさやま開発公社，土佐山アカデミー】 

受講生の山川千紘さんが，「ぼっちり」の体

験チケットで高知市中央卸売市場のせりの

見学の同行者を募集！受講生の八木さんと

一緒に，２日目のフィールドワーク開始前の

朝５時から市場を訪れたそうです♪ 

写真家としてご活躍中の山川さんが市場の風景を臨場感たっぷりに撮影してくださいました。☝ 

夢産地とさやま開発公社の大崎裕一理事からは土佐山地域での商品開発についてのお話を，土佐山アカデミーの吉冨慎作事

務局長からは関係人口創出の取組についてのお話を伺いました！ 

【２.土佐山桑尾古民家，沈下橋】 

流域内講座１期生である林明保さんの古民家に訪問。同じく１期生の永野正和さんにもお越しいただき，鏡川流域でのアウト

ドアの楽しみ方などについて語っていただきました。 

【３.久礼野茶房】 

地元食材を使った創作ランチを

いただきました。受講生同士の交

流も生まれていました。 

【４.オーベルジュ土佐山，とんとんのお店】 

中川をよくする会の会長・前田尺成さんと，門ちゃんイチゴ農園の門田章広さんにヒアリ

ング。農園で採れた「もんちゃんちのいちご」を試食し，地域の特産品の美味しさを理解し

ました♪ 

【５.鏡文化ステーション RIO】 

山川さんのコメント：海沿いの街で育ち地元にも市場はあるのですが，飲食店やおみやげ品などの観光がメインになってお

り卸すところは見学できないため，いつか見学してみたいという気持ちがありました。見たことのない魚やその鮮度に感激し

ながら見学させていただきました。かつおを炙ってタタキにしているところも見学でき，高知ならではの光景を見ることがで

きて嬉しかったです。朝早くから働かれている方々の姿を見て，ここから私たちの食卓に届くまで沢山の方々の手がかかって

いることを実感し，フードロスなどの環境問題についても考えるいい機会になりました。 

JA高知市女性部鏡支部の鎌倉京子支部長から，鏡地域の特産品について，海外展開や新商

品の開発に関するお話を伺いました。「かがみ音頭」の歌唱を交えて丁寧に地域の事を語っ

てくださった鎌倉支部長の人柄が印象に残ったという受講生の声が多く聞こえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目 

 №31 ②   



フィールドワーク３日目の開始前，コ

ーディネーターの岡林さん（流域内講座

１期生）たちが毎週日曜に行っているラ

ジオ体操に受講生も参加しました（希望

者のみ）。朝６時半から小津神社でラジ

オ体操をしたあとは，喫茶店で高知のモ

ーニングを楽しんだそうです♪ 

【１.日曜市】 

日曜市の出店者さんにご協力いただき，ブースに「ぼっちり」の

QRコードを設置。受講生の皆さんは，旬の農作物や焼き鳥，「TSUNAGU

マーケット」の商品などを見たり買ったり，出店者さんに質問した

りしながら，高知の朝の風景と特産品の魅力に触れていました！ 

【２.まちなか散策】 

３つのグループに分かれて自由に高知市内を散策しました。各グループのガイドを務めていただいたのは，メイン講師の指出

一正編集長，流域外講座１期生の比留間優子さん，コーディネーター（流域内講座１期生）の大下さん！「高知の歴史・文化」

や「おしゃれスポット」といったテーマに沿って，高知市内の街並みや雰囲気を感じながら気ままに街歩きを楽しみました！ 

【３.オーテピア高知図書館】 

☝川村あゆさんのブースでは，フィールドワーク終了後も

「ぼっちり」の QR コードを置いてくださっています。日曜

市に行った際はぜひチェックインをしてみてください♪ 

最後は，３日間のフィールドワークを振り返

るワークショップを行い，それぞれが感じた鏡

川流域の魅力を共有しました。初めて鏡川流域

の人や自然に実際に触れて，今後も関わりたい

と意気込んでいる受講生の姿も。今後，受講生

の皆さんがそれぞれの関心事を生かして鏡川

流域とつながり，どんなアイデアを具体化して

いくのか，とても楽しみです！ 

 

 

       

 

鏡川流域関係人口のつながりを可視化し，循環を促進するために，スマホアプ

リ「まちのコイン」を導入しました。高知市のコイン名称は「ぼっちり」です。

鏡川がつなぐ山，川，海，人のたくさんの「ちょうどいい」関わりを未来へと繋

いでいきたいという意味が込められています。ユーザー，スポット募集中です！ 

※「ぼっちり」の詳細については，こちらをご覧ください。 

http://cms4.city.kochi.kochi.jp/soshiki/186/machinocoin.html 

「まちのコイン」のインストール 

iPhone Android 

３日目 
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http://cms4.city.kochi.kochi.jp/soshiki/186/machinocoin.html

